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I N F O R M AT I O N  F R O M  P O P O L A  K A S U K A B E

ぽぽらだより
P O P O L A 「ぽぽらだより」は、春日部市市民活動センター（ぽぽら春日部）が発行

するまちづくりや市民活動を広めるためのフリーペーパー（広報誌）です。
ぽぽら春日部は、まちの課題に取り組み、市民の暮らしに新たな価値を
生む公益的な活動を応援する施設です。地域のための活動をしている人、
何かを始めたい人がつながっていく場所でもあります。皆さんのご利用
をお待ちしています。

TAKE FREE
ご自由にお取りください

モヤモヤを、ワクワクに。

本誌に関するご質問・お問い合わせはこちらから 048-731-3550 popola@kasukabehall.jp
場所：ふれあいキューブ 3階環境ギャラリー（撮影協力：粕壁写真クラブ）

2025 冬号

vol.53

市民活動見本市開催中！
第1期　1/21 ～ 2/2
第 2期　2/4 ～ 2/16
第 3期　2/18 ～ 3/2
第 4期　3/4 ～ 3/16
第 5期　3/18 ～ 3/30

1 月から 3 月までの 2 ヶ月半、
ぽぽら春日部の 4F 交流・ミー
ティングスペースにて登録団体
の日々の活動を展示中。動画見
本市はこちらから→

特集
ぽぽらフェスティバル

２０２４



E V E N T S E V E N T S

ふれあいキューブフェスティバル

ちょっとおしゃれな移動型マルシェ『リヤカーゴ』

健康フェア 2024

立ち見続出！大人気のコンサート

わくわくマルシェ

知ろう！じぶんのからだとこころ！

　3階にもイベント会場を設けたり、
スタンプラリーも各階を巡らせること
で人の流れが途切れないように配慮し
ました。今年はどこの会場に行っても
人が滞留していて、参加団体との交流
があったと思います。

昨年のインタビューでは、今後はこど
もから大人まで、異なる地域や分野間
の交流を促進していきたいとも話して
おられました。
　今年は県立大学の学生さんたちが参
加して、年配の方にスマホの使い方を
教えてくれ、世代を超えた交流が生ま
れました。1階のイベント会場では、
リヤカーゴで飲食やワークショップを

2024 年度のテーマ『 広げよう みんなの笑顔 大きな輪 』

ぽぽらフェスティバル２０２４開催！

協働交流
ホウコク

実行委員会の裏側を公開！実行委員会の裏側を公開！

１．目標は達成されましたか？

　　一部または十分達成したと感じた　・・　!"" %

２．今回ぽぽらフェスティバルに参加して満足しましたか？

　　満足できた・十分満足できた　　　・・　　 #$ %

３．来年も同様のイベントがあれば参加しようと思いますか？

　　来年も参加したい　　　　　　　　・・　　 #" %

参加団体アンケートの結果（回答 n=55） 年に一度のふれあいキューブの祭典

「実際、実行委員会ではどんなことをしているの？」という疑問にお答えするために、
今年度の活動内容をチラ見せしちゃいます。もっと詳しく知りたい方はお気軽に事務
局にお問い合わせください。次年度の実行委員会の募集は 2月頃を予定しています。

参加団体みんなで
作り上げたイベントに
なりました。皆さん、
ご協力ありがとう
ございました！

ぽぽらフェスティバル 2024 実行委員長
今村 二郎さん

　　　昨年に引き続き、
実行委員長を務めた今村さんに
今年度の感想を伺いました。

3月 4 ~ 7月

8月みんなでアイ
デアを出しな
がら開催内容
を詰めます

まず最初に集まった委員の
中から委員長を選出！前年
度の振り返りから始めます

募集説明会を開催！
登録団体に参加を
募ります

どうやって周知し
ていくか話し合い

9月 12月
10月

11月
本番直前は
プレイベントや準備
でワクワクドキドキ

本番は楽しく安全に！
最も充実感が高まる
瞬間です！

参加説明会を開催！
質問にも丁寧に
答えていきます

　晴れ渡る冬空の下、12 月 7日（土）と 8日（日）の 2日間にわたり、
「ぽぽらフェスティバル 2024」が開催されました。
　今年度は過去最高の 67 イベントが開催されました。（パネル展示・
体験イベント等）来場した市民の皆さまに市民活動の一端を楽しんで
いただきました。クリスマス展示からプレイベントの実施、のぼり旗
の制作まで、当日のために月に 1度は集まって準備を進めてくださっ
た実行委員会の皆さん、本当にありがとうございました。
　当日は「ふれあいキューブフェスティバル」「健康フェア」も同時
開催され、全館を巡るスタンプラリーにはたくさんの人が参加してい
ました。各イベント事務局が一致団結して準備を進めたことで昨年を
大きく上回る数の市民の皆さまが来場しました。
　ぽぽらフェスティバルは春日部で活躍する市民団体が一同に会し、
団体の活動とともに市民活動の魅力を発信するイベントです。次回は
どんな新しい活動がお披露目されるのか今から楽しみですね！

参加団体の皆さんからいただいたアンケートの結果をご紹介します！

　ふれあいキューブ 1F ホールのステージでは、両日ともに 13 時半
から「ふれあいキューブコンサート」を開催。フルートやクラリネッ
ト等の「木管五重奏」（7日）、ヴァイオリンやチェロ等の「弦楽四重
奏」（8日）でさまざまな楽曲が演奏されました。立ち見の人たちも
続出する賑わいで、ホールに響く多彩な音色を楽しんでいました。

　ふれあいキューブ 1F に突如として出現した 10 台の「リヤカーゴ」。
パラソルの下には個性的なお店が 2日で 20 組出店し、フェスティバ
ルをより華やかに彩ってくれました。飲食はお弁当からおでん、スイー
ツ、焼き芋も。クリスマス小物の販売やワークショップにもたくさん
の人が訪れていました。「飲食店も呼んで一緒にイベントを盛り上げ
たい！」という参加団体の希望が叶った瞬間でした。

　ふれあいキューブ 6F の春日部市保健センターでは、毎年人気の「健
康フェア」を同時開催。講演会に加え、骨密度などの自分の体を知る
ための測定や体験ができるコーナーにはたくさんの人が来場していま
した。特に薬剤師体験ができる調剤コーナーはこどもたちに大人気。
こどもからお年寄りまで、それぞれが笑顔で健康について考える機会
となりました。

今年のフェスティバルは、昨年に比べ
て来場者が 4割以上も増えましたが、
要因は何でしょうか？
　昨年から始めたララガーデン春日部
でのプレイベントが親子連れの買い物
客に認知されてきたことや、１階にリ
ヤカーゴを誘致して飲食ができるよう
になったことなどが挙げられますが、
周辺に住む約 2万世帯にチラシを配
布したことも大きいと思います。ただ、
一番の要因は実行委員会、各事務局、
参加団体が一体となって開催までの準
備を進めてきたチームワークです。

従来は 1 階のイベント会場や 6 階保
健センターに行った来場者が、3階 4
階は素通りする傾向がありましたが、
今回はどうでしたか？

楽しんだり、クラシック演奏やオカリ
ナ、カントリーダンス等の催し物を楽
しむ親子連れの姿も多く見られまし
た。新しい分野や若い世代の参加団体
も増えていますので、この流れを定着
させていきたいと思います。

ありがとうございました。

〈聞き手〉
運営パートナー　鹿沼英雄さん



春日部市市民活動センター（ぽぽら春日部）
年中無休（年末年始を除く）　9:00 ～ 21:30

〒 344-8578　埼玉県春日部市南 1-1-7 ふれあいキューブ 4階

※当施設の会議室を利用するには、「団体登録」が必要となります。詳しくはHPをご覧い
ただくか、上記窓口にお問合わせください。
※交流・ミーティングスペース、キッズスペースなどは、団体登録なしにどなたでも
　ご自由にご利用いただけます。

※東武スカイツリーライン /アーバンパークライン「春日部駅」下車。西口徒歩 5分。
※駐車場（有料）は数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。

イベント・セミナーのお申し込み・お問い合わせはこちらから

　048-731-3550　　　　popola@kasukabehall.jp

HP

月間イベントのご紹介

ウクライナの子
どもたちが描い
た作品を展示

グローバル
ファミリー 粕壁写真クラブ

ＮＰＯ法人
子ども支援地域
プラットフォーム

豪州メリーボロー
カメラクラブとの
交流 10 年の友好
写真展

ギフテッド特性のあ
る子どもへの学習支
援をテーマにした講
演会

ぽぽら春日部では、団体の公益活動を市民の皆さまに届けるお手伝いをしています。
会議室の無料利用や広報支援などの特典を利用して活動を広げていきましょう！

　埼玉県東部地域振興センターとぽぽら春日部が共催する、NPO
法人の円滑な運営支援を目的とした、基礎中心の会計講座です。
　公益的な活動を行っている団体が NPO 法人化することにより、
公的な存在として認知され、補助金などの資金的な支援やボラン
ティアなどの人的支援が受けやすくなります。すでにNPO法人を
運営している方はもちろん、NPO法人の設立に興味のある方はぜ
ひご参加ください。

埼玉県東部地域振興センター 県民生活担当
　電 話 ：048-737-1110
　E-mail ： n3799863@pref.saitama.lg.jp

ボシュウ ボシュウ

春日部こども・子育て応援シンポジウム 市民活動講座
『こどもが真ん中でつながるまちづくり』 ＮＰＯ法人会計基礎講座

場所：ぽぽら春日部 会議室 1・2他　／　定員：50 名（先着順）
申込：電話（048-731-3550）または右記QRコードにて受付

場所：ぽぽら春日部 会議室 1（別途オンライン受講可）
定員：30 名（先着順）

講師：深谷 豊 氏（公認会計士・税理士）
認定NPO法人 NPO会計税務専門家ネットワーク 理事

NPO支援東京会議 代表 ／ さいたまNPO会計専門家会議 代表

基調講演：細山 俊男 氏（社会教育・生涯学習研究所元所長）
　　　　　山本 昌江 氏（長野県阿智村保健師）

他、こども子育て応援団体から活動発表、交流会など

3/16（日） 2/13（木）  14:00 - 17:00　  13:30 - 15:30　

シンポジウム セミナー協働 ＮＰＯ法人

こども・子育て 初級交流 会計
要予約無料 無料

要予約

お申し込みはこちらまで（1/31 締切）

オンライン
受講可

　ぽぽら春日部では、3月にまちづくりシンポジウムを開催します。
今年度は「こども・子育て」を応援する春日部のさまざまな活動を
知り、これからのこども・子育て環境について来場者の皆さんと共
に考えていきます。
　基調講演には長野県阿智村から講師をお招きし、自治と協働のま
ちづくりの事例をお話しいただきます。活動発表では、こどもの居
場所づくりから不登校、障害児支援、学校教育、産前産後のサポー
トまで、春日部で活動するさまざまな団体が春日部の今を語ります。
後半には興味のあるテーマについてワイワイと会話ができる機会も
ありますので、春日部で子育てをしている方、これからはじめる方、
子育てに興味がある方はぜひ足をお運びください。


